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研究の背景

Sekimoto Lab. @ IIS Human Centered Urban Informatics, the University of Tokyo 

研究の手法

研究の概要

本研究では、大規模なODを予測するために、都道府県内の階層的な埋め込みを学習する異種グラフモデルを提
案した。グラフトランスフォーマーを用いたモデルを構築し、多階層表現を抽出し、それを用いてレベル横断的な
OD量を予測した。

オープンデータから取得した施設分布や夜間人口など
の都市指標をモデル学習に用いる。種類によって異なる
ODのマトリックスに対して、マルチタスク学習を行う。

日本の中央部にある静岡県で実験を行った。対象地域は、43都市と関連するメッシュグリッドで構成されている。
ODペアの数は約30万である。

本研究では、大規模な都市地域を数値的に表現するための異種グラフベースのモデルを提案する。今後の研究で
は、より多くの種類の空間単位と、異なるレベルにおける単位間の関係を検討する。
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図１本研究における埋め込みの表現学習

図２本研究におけるモデルの概要

提案したモデルといくつかのベースラインモデルを比較
した。回帰問題の性能は3つの指標で評価された。

研究の結果
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